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出 版 記 念 セ ミ ナ ー

イ タ リ ア  王  国  の
美 術 外 交 と 日 本
河 上 眞 理 著 『 工 部 美 術 学 校 の 研 究 』

（ 中 央 公 論 美 術 出 版 、 2 0 1 1 年 ）を め ぐ っ て

2 0 1 2 年 9 月 2 1 日（ 金 ）

1 8 ：0 0- 1 9: 3 0 開 場 1 7 ：3 0

朝 日 新 聞 ビ ル １ 階 ア サ コ ム ホ ー ル 　
大 阪 市 北 区 中 之 島 3- 2- 4

会 場 ア ク セ ス

地 下 鉄 四 つ 橋 線 　 肥 後 橋 駅 4  番 出 口 す ぐ

京 阪 中 之 島 線 　 渡 辺 橋 駅 7  番 出 口 す ぐ

講 　 師  河 上 眞 理 （ 京 都 造 形 芸 術 大 学 芸 術 学 部 准 教 授 ）  

コ メ ン テ ー タ ー  芳 賀 徹 （ 東 京 大 学 名 誉 教 授 ）  

司 会 ・ 解 説  シ ル ヴ ィ オ ・ ヴ ィ ー タ （ 京 都 外 国 語 大 学 教 授 ）  

明 治 日 本 に お い て 「 お 雇 い 」 と し て  美  術  を  教  え

た 人 々 、 そ し て そ の 背 景 に あ っ た 日 本 と イ タ リ

ア の あ い だ に 展 開 し た 一 種 の 「 美 術 外 交 」 に 関

わ っ た 両 国 の 機 関 、 人 物 、 教 育 活 動 、 同 時 代 の

美 術 の 理 念 な ど に つ い て 紹 介 す る 。

工 部 美 術 学 校 は 日 本 初 の 官 立 西 洋 美 術 教 育

機 関 で あ り 、 画 家 、 彫 刻 家 、 建 築 家 の ３ 人 の イ

タ リ ア 人 教 師 を 招 い て 1 8 7 6 （ 明 治 9 ） 年 か ら

1 8 8 3（ 明 治 1 6 ） 年 の 間 に 開 設 さ れ た 。

な ぜ 、 美 術 学 校 が 殖 産 興 業 政 策 を 担 う 工 部 省

に 置 か れ た の か 。 な ぜ 、 そ れ が 西 洋 美 術 の 教

育 機 関 と い う 形 を と っ た の か 。 な ぜ 、 イ タ リ ア

人 が 教 師 と な っ た の か 。 こ こ に  は  、「 美 術 」 概 念

を 巡 る 認 識 の 生 成 プ ロ セ ス が 影 を 落 と し て い

る 。 ま た 、 日 本 国 内 に お け る 政 策 上 の 思 惑 が 錯

綜 し て い る 。

こ う し た 枠 組 み に お い て 工 部 美 術 学 校 に 対 す

る イ タ リ ア 王 国 の 対 応 と イ タ リ ア に お け る 教 師

選 抜 の 実 態 、 ５ 名 の イ タ リ ア 人 教 師 の 経 歴 を

明 ら か に す る 。

主 催 ● イ タ リ ア 文 化 会 館 ‒ 大 阪 　 　 　 イ タ リ ア 東 方 学 研 究 所 　 　

後 援 ● 在 日 イ タ リ ア 大 使 館 　 朝 日 新 聞 社

i nt er s e zi o ni 日  本 と イ タ リ ア の  交  点
過 去 と 現 在 に お け る イ タ リ ア と 日 本 の 交 流 に ス ポ ッ ト ラ イ ト を 当 て 、

『 日 本 と イ タ リ ア の 交 点 』 と い う イ メ ー ジ の も と 、 近 刊 書 を も と に 両

国 の 繋 が り を 歴 史 や 社 会 な ど の 側 面 か ら 掘 り 下 げ ま す 。 専 門 家 の み な

ら ず 、 そ れ ぞ れ の テ ー マ に 興 味 を 持 つ 人 を 広 く タ ー ゲ ッ ト と し 、 著 者

自 身 と 専 門 領 域 の 近 い 研 究 者 の あ い だ で 、 本 を め ぐ っ て 対 話 し ま す 。

入 場 無 料 ・ 事 前 予 約 制

氏 名 ・ メ ー ル ア ド レ ス ・ 電 話 番 号 を 明 記 の 上 、 下 記 へ メ ー ル ま た は F A X に て お 申 し

込 み 下 さ い 。（ 先 着 順 ・ 前 日 締 切 ）

メ ー ル ：i s e a s @i s e a s- k y ot o. or g 　 F A X ：0 7 5- 7 5 1- 8 2 2 1

お 問 合 せ

イ タ リ ア 東 方 学 研 究 所 0 7 5- 7 5 1- 8 1 3 2 （ 平 日 1 0 ：0 0- 1 3 ：0 0 、 1 4 ：0 0 - 1 7 ：0 0  ）


